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Seminar Program
SKOLAR MD
– イントロダクション
– コンテンツ

EBM情報／医薬品情報／Ovid MEDLINE／
Text Book／患者向け情報

– インターフェイス
• 基本機能と特徴

Demonstration（検索例）

どんなサービス？どんなサービス？

何がわかるの？何がわかるの？

どうやって使うの？どうやって使うの？



Introduction
SKOLAR MD
１．臨床現場で医師をサポートする knowledge system
　　　　診療指針の決定に確証を与えるEBM情報を提供
　　　　複数の情報源を同時に検索
　　　　短時間で目的の情報にアクセス

２．臨床研修医のための学習ツール
　　　　電子ブック
　　　　Ovid MEDLINE

医師の時間が少ない医師の時間が少ない 治療の長期化治療の長期化 医療の質とコスト医療の質とコスト

医療情報の変化・更新が早い医療情報の変化・更新が早い 医師の時間が少ない医師の時間が少ない現場での継続学習の負担現場での継続学習の負担



History
Stanford大学　医学図書館で開発

WolterKluwer Healthがインターフェイスを
購入（March 28, 2003）

2004年10月～ ユサコ株式会社が日本で
発売を開始



電子ブック：

薬事情報：

EBM／ガイドライン ：

Medline:

患者教育:

Contents



ワシントンマニュアル

ハリソン内科医学書

オックスフォード医学テキスト

･･････

　医学界でバイブルとされているような
　テキストブック並びにハンドブックから、
　各部位の医学書や各病気の医学書まで…

Contents：電子ブック



A to Z Drug facts
Drug facts and Comparisons
FDA MedWatch
Review of Natural Products
･･････

Contents：医薬品情報



Clin-eguide（診療指針決定のサポートツール）
GAC Recommended Guidelines (Ontario)
National Guideline Clearinghouse
Australian and New Zealand Guidelines

Contents：EBMガイドライン



Ovid Medline

絞込検索：出版年・著者名・ジャーナル名等

Ovid Medlineからフルテキストへリンク

Contents：MEDLINE



American Academy of Family Physicians
Australian and New Zealand Patient
Education
Patient Handouts (CDC, FDA, NIH,
NWHIC)
PDQ® Cancer Information Summaries:
Treatment ( Patients )

Contents：患者教育



Interface‐特徴
基本機能と特徴

– 少ない手順で必要な情報にアクセス可能！

キーワード検索キーワード検索

↓

Quick HitsQuick Hits

クリックで情報源を移動クリックで情報源を移動

↓

　検索後、“QUICK HITS RESULTS”というページが表示され、医師から患者へ
の提言に必要な、重要なエビデンスを有する情報に簡単にアクセスできます。

治療方針・疾病概要・オプション・投薬条件・危険因子・治療コスト



Interface‐特徴

保存した検索の結果をE-mailで送信することも可能！

基本機能と特徴

– より詳しい調査は後から実行！

１．　NOTEBOOKに保存１．　NOTEBOOKに保存

２．　診察・治療を継続２．　診察・治療を継続

３．　NOTEBOOKから呼び出す３．　NOTEBOOKから呼び出す

４．　テキスト／Medlineで調査４．　テキスト／Medlineで調査



Interface‐特徴

さまざまな最新情報にアクセス

基本機能と特徴

– 医療情報ポータルとして活用！

FDA AlertFDA Alert

オンラインジャーナルのウェブサイト

◆ American Family Physician

◆ British Medical Journal

◆ JAMA

◆ Lancet                               etc...

オンラインジャーナルのウェブサイト

◆ American Family Physician

◆ British Medical Journal

◆ JAMA

◆ Lancet                               etc...

New York Times からのHealth関連ニュースNew York Times からのHealth関連ニュース

Primary Care Medicine からの最新情報Primary Care Medicine からの最新情報



Skolar MD Demonstration
基本検索画面

検
索

ジャーナル／ニューステ
キ
ス
ト



Skolar MD Demonstration

○Browse Contentsをクリック
Contentsの一覧



テキストテキスト

医薬品情報医薬品情報

EBMガイドラインEBMガイドライン



Skolar MD Demonstration

ジャーナルリンク
Medicalアラート及びニュース



各ジャーナルの最新号にリンク各ジャーナルの最新号にリンク

New York Timesからの
Health News

New York Timesからの
Health News



Skolar MD Demonstration

検索履歴
ViewHistory

検索結果のE-mail
E-Mail A friend

ノートブックの参照
Open Notebook

利用終了
Log Out

結果の保存
Save to Notebook

ユーザ登録画面



SkolarMD 検索シナリオ１
Dyspepsia（消化不良）
シナリオ

患者情報： 40歳
　　　 男性

　　　　 約2週間消化不良と下記の症状
症状： 膨脹 （Bloating）

嚥下困難 （dysphasia)
早い満腹感 （early satiety)
吐き気 （nausea)
痛みはないが、嫌な感じ

腹部上部の充満 （Upper abdominal fullness)
臨床医はどうすべきか？

　　　　　　Q1 胃カメラ等で診断するべきか？

　　　　　　Q2 すぐに治療を始めるべきか？



Q1.胃カメラ等で診断するべきか？
0.Skolar MDへのログイン
1.Dyspepsiaを入力し、Searchをクリックする。



Q1.胃カメラ等で診断するべきか？

2.結果のClin-eguideから、Overview（概略）を選択する。

3.Overviewの表示と病状の確認。
Alarm symptoms and signsの確認
(次ページ赤丸)



Alarm symptoms and signsAlarm symptoms and signs



Q1.胃カメラ等で診断するべきか？

4.患者の症状との比較
5.診断のガイドラインの調査(次ページ黒丸)





Q1.胃カメラ等で診断するべきか？
6.下記の症状がでている場合は、胃カメラへ

→　すぐに胃カメラで症状をチェックする。



Q2.すぐに治療を始めるべきか？
7.Clin-eguideから、Treatment Guidelines（治療ガイ
ドライン）をクリック

上記の赤線から、テストなくして、治療を始めては
いけないということから、答えは、NO



その他の機能　Reference
Ref をクリック → References → Medline等にリンク。
Medline Articleをクリックすると、Ovid Medlineへ



その他の機能　Reference
Evidenceのグレード表示（A1-Eまでの13カテゴリー）



SkolarMD 検索シナリオ２
Stroke（脳卒中）
シナリオ

状況：
救急患者
左半身不随
家族の人曰く、「1時間前から症状がでた。」

臨床医は.....
Q1 診断にあたり何をすればよいか？
Q2 他に注意すべき点は、何か？
Q2. 治療については、Alteplase（抗血栓薬）の投与を考えているが、
　　　妥当な選択か？
Q3 どうすれば、一番患者にとって良い治療になるか？



Q1.診断にあたり何をすればよいか？

Strokeで検索
→　Ischemic Stroke（虚血性の発作）
　　　の項目をチェックしていく。



Q1.診断にあたり何をすればよいか？
Clin-eguideから、Diagnosisを選択。

脳内出血の有無を確認するため、

CTスキャンを行うことが重要!!



Q2.他に注意すべき点はなにか？
Risk Factor（危険要因）

Differncial Diagnosis
(異なる診断)



Q3.治療については、Alteplaseの投与を考えている
が、妥当な選択か？

Treatment Guidelines参照。
Treatment
guidelines

Treatment
guidelines

拡大



Q3.治療については、Alteplaseの投与を考えているが、妥当な選択か？

抗血栓薬の処方
(Ischemic Stroke・
虚血性の発作)の場合

次へ
図１



Q4.どうすれば、一番患者にとって良い治療
になるか？（1例）

経済的な結果研究

図1



Q3.治療については、Alteplaseの投与を考えているが、妥当な選択か？

図2

アルテプラーゼの投与の根拠



Q3.治療については、Alteplaseの投与を考えているが、妥当な選択か？

アルテプラーゼの投与の根拠



CTスキャンの間にテキストから情報を入手!!

テキストテキスト

2度目の発作の
危険度を下げる
意味では、
Warfarin よりも
Aspirin の使用
が良い。

2度目の発作の
危険度を下げる
意味では、
Warfarin よりも
Aspirin の使用
が良い。



総合的な医療情報ポータルとして活用！

臨床・教育の両方の効率と精度を向上！

SKOLAR MD

１．臨床現場で医師をサポートする knowledge system
２．臨床研修医のための学習ツール

Clin-eguide, EBM／診療ガイドライン, 医薬品情報,
　 電子ブック（テキスト）, ジャーナルウェブサイト,
    アラート

ENDEND


